
5

換
先
と
し
て
飼
料
用
米
が
前
年
よ
り

13
・
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
増
え
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
米
の
集
荷
状
況
に
つ
い
て
で

す
が
、
10
月
31
日
現
在
で
、
７
，
７
７

５
俵
の
集
荷
量
と
な
っ
て
い
ま
す
。
農

家
か
ら
の
予
約
申
し
込
み
数
量
は
、
８
，

０
９
９
俵
で
あ
り
ま
し
た
の
で
出
荷
率

は
96
・
０
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
町
の
１
等
米
比
率
は
10
月

31
日
現
在
で
95
・
４
％
で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
鹿
角
市
は
95
・
４
％
で
、
東

北
農
政
局
発
表
の
秋
田
県
産
水
稲
う
る

ち
玄
米
１
等
米
比
率
は
、
９
月
末
現
在

で
92
・
６
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
地
域
商
品
券
事
業･

宿
泊
助
成
券
事

業
の
使
用
状
況

　

小
坂
町
地
域
商
品
券
事
業
は
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
原
油
価
格
・
物
価
高
騰

対
策
と
し
て
、
地
域
経
済
の
回
復
支
援

と
個
人
消
費
の
拡
大
を
促
進
さ
せ
る
た

め
、
２
、
３
０
４
世
帯
に
、
町
内
各
事

業
所
で
使
用
で
き
る
千
円
の
地
域
商
品

券
15
枚
、
１
万
５
千
円
分
を
送
付
し
ま

し
た
。

　

10
月
末
が
使
用
期
限
と
な
っ
て
い
ま

し
た
商
品
券
の
利
用
状
況
は
、
千
円
券

の
送
付
枚
数
３
万
４
，
５
６
０
枚
中
、

３
万
３
，
９
３
０
枚
が
使
用
さ
れ
、
利

用
率
は
９
８
・
２
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
宿
泊
支
援
助
成
券
に
つ
い
て

は
、
使
用
期
限
が
11
月
30
日
と
な
る
こ

と
か
ら
最
終
実
績
の
と
り
ま
と
め
は
12

月
中
に
な
り
ま
す
の
で
、
現
段
階
で
の

ご
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

助
成
券
は
、
秋
田
県
民
を
対
象
に
１

人
最
大
２
枚
ま
で
応
募
で
き
る
も
の
と

し
、
五
千
円
券
６
，
０
０
０
枚
を
抽
選

に
よ
り
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

抽
選
の
状
況
は
、
１
１
，
６
０
８
通

の
応
募
が
あ
り
、
当
選
者
３
，
０
０
０

人
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
末
現
在
の
助
成
券
の
利
用
状
況

は
、
十
和
田
湖
地
区
で
３
，
８
１
９
枚
、

中
央
地
区
で
２
０
０
枚
、
計
４
，
０
１

９
枚
が
利
用
さ
れ
、
利
用
率
は
67
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
と
比
べ
て
、
宿
泊
支
援
助
成

券
の
利
用
は
下
が
っ
て
い
ま
す
が
、
地

域
応
援
商
品
券
と
と
も
に
あ
る
程
度
の

利
用
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一

定
の
経
済
効
果
が
図
ら
れ
た
も
の
と
思

い
ま
す
。

▼
ま
な
び
ピ
ア
２
０
２
２
の
開
催

　

10
月
８
、
９
日
の
２
日
間
に
わ
た
っ

て
開
催
さ
れ
、
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
を
し
な
が

ら
通
常
開
催
と
し
ま
し
た
。
作
品
・
活

動
展
示
に
は
、

一
般
町
民
・

団
体
の
作
品

の
ほ
か
、
町

内
保
育
所
や

小
坂
中
学
校

の
作
品
な
ど

か
ら
出
展
が

あ
り
ま
し
た
。

そ
の
他
に

「
太
極
拳
」

の
発
表
、
和

井
内
貞
行
の
一
代
記
「
わ
れ
幻
の
魚
を

見
た
り
」
の
上
映
、
体
験
講
座
な
ど
が

催
さ
れ
、
ど
れ
も
大
変
好
評
で
し
た
。

来
場
者
は
昨
年
度
を
大
き
く
上
回
る
約

５
８
０
人
の
方
が
足
を
運
ん
で
く
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
８
日
は
小
学
校
体
育
館
で
学

習
発
表
会
、
９
日
は
セ
パ
ー
ム
ア
リ
ー

ナ
で
坂
中
祭
と
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
が
同

時
開
催
さ
れ
、
ま
な
び
ピ
ア
に
も
た
く

さ
ん
の
保
護
者
の
方
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

両
校
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
で
は
、
ふ
る

さ
と
小
坂
に
つ
い
て
の
発
表
や
、
合
唱
、

劇
、
ダ
ン
ス
な
ど
、
小
中
一
貫
教
育
校

と
し
て
の
ふ
る
さ
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

成
果
が
見
ら
れ
、
観
客
か
ら
多
く
の
拍

手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

▼
秋
田
25
市
町
村
対
抗
駅
伝
・
ふ
る
さ

と
あ
き
た
ラ
ン

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

の
影
響
で
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
「
ふ
る
さ
と
あ
き
た
ラ
ン
」
が
、

仙
北
市
内
を
回
る
９
区
間
33
キ
ロ
の
特

設
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、
25
市
町
村
の
う

ち
22
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。
小
坂

町
チ
ー
ム
は
、
選
手
選
考
に
難
航
し
ま

し
た
が
、
な
ん
と
か
メ
ン
バ
ー
を
そ
ろ

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
小
学
生
、

中
学
生
、
高
校
生
、
一
般
と
み
ん
な
が

懸
命
に
た
す
き
を
つ
な
ぎ
、
「
町
の

部
」
で
５
位
、
総
合
で
17
位
と
い
う
結

果
で
し
た
。

　

遠
方
に
も
か
か
わ
ら
ず
か
け
つ
け
た

町
民
や
選
手
の
家
族
、
ま
た
観
光
シ
ー

ズ
ン
と
い
う
こ
と
も
あ
り
大
勢
の
観
光

客
の
声
援
が
選
手
達
の
走
り
を
後
押
し

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

10
回
目
と
な
る
来
年
は
、
由
利
本
荘

市
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
早
め
に

準
備
を
し
、
入
賞
を
目
指
し
て
が
ん
ば

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▼
全
国
学
校
給
食
甲
子
園

　

こ
の
大
会
は
全
国
の
学
校
給
食
で
提

供
さ
れ
て
い
る
献
立
を
競
う
大
会
で
す
。

食
育
を
啓
発
し
な
が
ら
地
産
地
消
を
奨

励
し
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ

と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
大
会

が
食
育
推
進
に
役
立
つ
と
と
も
に
、
成

長
過
程
に
あ
る
児
童
生
徒
の
健
全
な
食

生
活
と
健
康
を
考
え
な
が
ら
、
学
校
給

食
の
重
要
な
役
割
を
知
っ
て
い
た
だ
く

機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
開
催
さ
れ
て
い
る
第
17
回
大

会
で
、
全
国
か
ら
１,

２
４
９
件
の
応

募
が
あ
っ
た
中
か
ら
、
小
坂
小
学
校
の

加
藤
栄
養
教
諭
が
第
４
次
審
査
を
勝
ち

抜
き
、
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

と
し
て
、
12
月
11
日
、
東
京
都
を
会
場

に
開
催
さ
れ
る
、
７
人
に
よ
る
決
勝
大

会
へ
進
出
し
ま
し
た
。

　

献
立
は
桃
豚
、
ア
ス
パ
ラ
、
ア
カ
シ

ア
の
花
な
ど
地
元
食
材
を
巧
み
に
活
用

し
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
が
摘
ん
だ
花

を
使
用
し
た
り
、
さ
ら
に
町
の
産
業
も

学
べ
る
給
食
で
あ
る
と
評
価
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

決
勝
へ
進
出
し
た
こ
と
で
、
学
校
給

食
に
か
か
わ
る
学
校
栄
養
教
諭
、
調
理

員
の
み
な
ら
ず
、
食
材
生
産
者
や
保
護

者
の
励
み
と
な
り
、
自
信
に
つ
な
が
る

も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
児
童
生
徒
の
健
全
な
食

生
活
を
考
慮
し
な
が
ら
、
地
場
産
物
を

活
か
し
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
を
育

て
る
学
校
給
食
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

▼
康
楽
館
演
劇
祭

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

の
影
響
で
、
３
年
ぶ
り
６
回
目
と
な
っ

た
「
康
楽
館
演
劇
祭
」
は
、
大
館
市
民

劇
場
、
ア
ー
ト
企
画
陽
だ
ま
り
、
秋
田

県
立
能
代
高
等
学
校
演
劇
部
、
黒
子
座

き
っ
ず
、
小
坂
相
撲
甚
句
会
に
出
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
演
劇
祭
は
「
北
の
演
劇
祭
」
と

「
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
引
き
継

い
だ
も
の
で
、
小
坂
町
の
貴
重
な
近
代

化
遺
産
で
あ
り
国
指
定
重
要
文
化
財

「
康
楽
館
」
の
舞
台
で
幅
広
い
人
材
の

交
流
を
図
る
と
と
も
に
、
多
様
な
舞
台

創
造
の
拠
点
と
し
て
発
信
す
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

「
黒
子
座
き
っ
ず
」
は
、
宮
沢
賢
治

の
「
雪
渡
り
」
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
町

内
小
・
中
学
校
か
ら
17
人
が
応
募
し
、

10
月
中
旬
か
ら
わ
ら
び
座
の
先
生
か
ら

指
導
を
受
け
、
一
生
懸
命
練
習
を
し
て

き
ま
し
た
。
元
気
あ
ふ
れ
る
舞
台
は
、

観
客
の
皆
さ
ん
に
も
喜
ん
で
い
た
だ
け

た
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

「
小
坂
相
撲
甚
句
会
」
は
、
本
物
の

相
撲
装
束
で
登
場
し
、
小
坂
町
を
題
材

と
し
た
甚
句
も
披
露
し
、
会
場
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

「
大
館
市
民
劇
場
」
は
、
な
ま
は
げ

に
ま
つ
わ
る
物
語
を
、
「
ア
ー
ト
企
画

陽
だ
ま
り
」
の
高
坂
さ
ん
は
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
を
題
材
に
し
た
語
り
芝
居
を
、

「
秋
田
県
立
能
代
高
等
学
校
演
劇
部
」

は
１
年
生
４
人
の
部
員
で
す
が
、
不
思

議
な
世
界
の
物
語
を
表
現
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
演
劇
祭
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
の
開
催
で
し
た
が
、
３
０
０

人
の
方
に
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
多

様
な
作
品
が
多
く
、
来
場
者
に
は
、
飽

き
る
こ
と
な
く
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た

も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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